
障がい者支援施設敬仁会館

広報

新年１月５日、国坂神社へ初詣に出かけました。
今年１年、みんなが健康に過ごせるようお参りしました。

生活介護 ご利用者



ワークサポートあしたば

１月８日の「 成人の日 」を前に倉吉市では３日に
倉吉未来中心にて〝 はたちのつどい 〟が開催
されました。会場では小学校の同級生に再会し「
久しぶり元気してた？ 」と近況報告し互いに新
たな門出を祝われました。

ご家族の方にボランティアとしてご協力をいただき、お菓子が入った袋を特製の竿で釣り上げる宝釣り、
輪投げなどが行なわれました。また、クラフトコーナーではツリーや門松に飾りつけをしたり、
職員がサンタさんやトナカイに仮装し、ご利用者と一緒に写真を撮りました。

12月25日に約3年ぶりとなる敬仁会館まつりが開催されました。

ワークサポート あしたばでは、仕事始め式を行ない
ました。まず職員が「今年も皆さんで協力して取り
組みましょう」と挨拶し、ご利用者一人一人が「皆勤
賞を目指したいです」「元気に作業をしたいです」な
ど今年の抱負を述べました。全員で乾杯をしその後
作業に取り掛かりました。

昼食も「敬仁会館まつり」をイメージした、華やかで豪華な食事となり、
皆さんが喜んでおられました。



中部あいサポートフェスタに参加しました‼

令和5年12月10日に倉吉未来中心で行われた中部あいサポートフェスタに参加し、生活介護のご利
用者が作成された季節ごとの貼り絵を展示、あいサポート運動の啓発活動としてワークサポート敬
仁会館の農園で生産している椎茸を利用した乾燥椎茸を提供し、配布しました。

令和５年食事満足度アンケート 集計結果

味・量・色彩などの満足度について
敬仁会館のご利用者を対象に、給食の味・量・色彩
等に関する「食事満足度アンケート」を10月に実施
しました。令和５年も、前年同様にアンケート内容
をほぼ変えずに実施。

その結果、全体的に高評価でした。

しかし、中には量が少ない、味付けが合わないなど
の声もあったため改善しながら、今後も美味しい
食事の提供に努めていきたいと思います。

食事は生活の中でも大きな楽しみの１つであるた
め、ご利用者様の健康を維持しながら個々のニー
ズに対応できるような取り組みを行っていきたい
と思います。

また、行事食の雰囲気を少し変えたり、新メニュー
の検討もしながら献立がマンネリ化しないよう、季
節感も味わえる、楽しみのある食事提供に努めて
いきます。

「あいサポート運動」を知っていますか？

あいサポートシンボルマーク

「あいサポート運動」とは、様々な障がいの特性を理解し、温かく接すると
ともに、困っているときに「ちょっとした手助け」を行うことにより、誰もが
暮らしやすい地域社会をつくっていく運動で、平成21年11月28日に鳥取県
でスタートしました。
これまでの取り組みを更に発展させるため、平成29年9月1日から施行され

た「鳥取県民みんなで進める障がい者が暮らしやすい社会づくり条例」では、
「あいサポート運動」を県民全体で取り組むべき運動と位置づけました。
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１１月２２日、キャリアガイダンスが鳥取短期大学で行
なわれました。これは１年生に将来の進路設計の参考
にと行なわれるもので

生活支援課 職員 大西ありささんが学校で、
学生に法人の特色や敬仁会館の紹介、自身が現在の
職業に就いた理由、学生へ「今やっておくべきこと」
など話をしました。

説明を行なう大西ありささん（右）

宮部 由美子
みやべ ゆみこ

（障害者支援施設敬仁会館）

ル・サンテリオンから異動
してきました。一日も早く
慣れるよう頑張りたいと
思いますので、どうぞ宜し
くお願いします。

お世話になりました

敬仁会館のホームページには、みちしおに掲載

できなかった行事やご利用者の方々の様子、過

去の広報紙も掲載しています。また、ワークサ

ポートあしたばのホームページには、取扱商品

の情報も掲載しています。

林 加奈子（グループホーム 琴浦）

グループホーム敬仁会館では、
年間を通して休日の余暇活動を計画し
ています。

今回は地域行事のフラワーアレンジメン
トに参加してみました。

講師からレイアウトについてのアドバイ
スを聞きながら、花の配置やバランスを
考え作品製作に取り組みました。

「キレイにできた」「どこに飾ろう」
「またしてみたい」完成した可愛い
作品を前に笑顔が見られました。


